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令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
薦
に
よ

り
、
嘉
島
町
議
会
議
長
の
要
職
を
賜
り
ま
し
た
。
要
職
を
担
う
に
あ

た
り
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
少
子
高
齢
化
を
始
め
、
今
日
の
地
方
自
治
体
を
取
巻

く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
の
発
展
や
住
民
福
祉
の
進
展
を
図
る
た
め
、
行
政
と
一
体
と
な

り
、
政
策
実
現
に
向
け
て
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
薦

に
よ
り
嘉
島
町
議
会
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
民
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
べ
く
副
議
長
と
し
て
議

長
を
支
え
な
が
ら
、
嘉
島
町
の
更
な
る
発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
同
士
の
融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
町
執
行
部
と
の
連

携
を
深
め
問
題
解
決
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶

副
議
長
就
任
挨
拶

⑪
森
田

　
義
雄

⑧
川
野

　
伸
一

　

先
般
行
わ
れ
ま
し
た
嘉
島
町
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
、ご
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
て
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
な
ど
地
方
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
中
、
町
は
大
型
商
業
施
設
や
企
業

の
誘
致
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
整
備
な
ど
を
進
め
、

人
口
は
増
え
続
け
昨
年
８
月
に
１
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
町
は
引
き
続
き
、
議
会
と
共

に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」

と
言
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

町
民
の
信
任
を
得
た
議
員
各
位
の
ご
活
躍

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

町長
荒木　泰臣

正副議長挨拶・町長挨拶
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①
木
下
　
　
武

④
森
下

文
夫

⑦
春
日

堅
一

②
穴
井

智
子

⑤
満
田

和
浩

⑨
境
野

隆
文

③
齊
藤

　
　
進

⑥
増
岡

　
　
司

⑩
鍋
田

　
　
平

『
あ
な
た
と
創
っ
て

い
き
た
い
元
気
な
嘉

島
』
が
活
動
の
基
本

で
す
。
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
行
政

と
共
に
嘉
島
町
の
ま

ち
づ
く
り
の
下
支
え

を
担
っ
て
行
く
所
存

で
す
。

地
域
の
現
状
と
問

題
点
を
考
え
、
皆
さ

ま
の
ご
要
望
や
ご
意

見
を
頂
き
、
先
例
や

慣
行
の
捉
わ
れ
な
い

「
み
ん
な
の
町
づ
く

り
」
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
と

の
会
話
を
大
切
に
し

て
、
お
一
人
お
一
人

の
声
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

農
業
と
一
緒
に
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心
安

全
な
農
産
物
や
加
工
品

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

支
援
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、
地
域
住
民
が

日
常
的
に
助
け
合
い
、

支
え
合
う
仕
組
み
作
り

に
取
り
組
み
た
い
。

本
町
は
、
人
口
が
一
万

人
を
超
え
、
更
な
る
発
展

へ
と
期
待
が
高
ま
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
、
議
会

と
執
行
部
が
一
体
と
な
り
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
課
題
や

農
業
問
題
等
を
少
し
で
も

解
決
出
来
る
よ
う
、
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

大
島
村
と
六
嘉
村
の
合

併
後
に
64
年
ぶ
り
の
女
性

議
員
当
選
！
と
の
皆
様
の

ご
期
待
に
お
応
え
出
来
ま

す
様
に
努
力
致
し
ま
す
。

謙
虚
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
、

失
敗
を
恐
れ
ず
重
要
な
課

題
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
人
で
も
臆
す
る
こ
と

な
く
議
会
の
本
来
あ
る
べ

き
姿
を
目
指
し
邁
進
致
し

ま
す
。

２
期
目
の
議
会
活
動
に

あ
た
り
、
更
な
る
本
町
の

発
展
や
町
民
の
皆
様
方
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
新
た
な

気
持
ち
で
様
々
な
取
り
組

み
に
挑
戦
し
ま
す
。
議
員

で
あ
る
自
覚
と
責
任
の
重

さ
を
持
ち
続
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
や
考
え
を
尊

重
、
協
調
し
な
が
ら
仕
事

に
取
り
組
み
ま
す
。

町
民
の
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
や
高
度
化
等

に
的
確
に
対
応
し
、

町
民
と
行
政
が
知
恵

を
出
し
合
う
協
同
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

人
口
が
一
万
人
を
突

破
す
る
中
で
、「
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る

町
づ
く
り
」
を
目
標
と

し
、
貴
重
な
一
票
を
忘

れ
ず
議
員
活
動
を
つ
と

め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議員抱負
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委員会等の構成

総務常任委員会

経済厚生常任委員会

建設常任委員会

議会運営委員会

広報特別委員会

上益城広域連合議会議員

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員

御船地区衛生施設組合益城、嘉島、西原環境衛生施設組合上益城消防組合

（※主たる所管　総務課・企画情報課・税務課・会計室・教育委員会）

（※主たる所管　農政課・農業委員会・町民保険課・福祉課）

（※主たる所管　建設課・都市計画課）

※嘉島町・御船町・甲佐町・山都町
　４町で運営する組合

※嘉島町・益城町・西原村
　３町村で運営する組合

※嘉島町・御船町・益城町・甲佐町
　４町で運営する組合

（写真左から）

（写真左から）

（写真左から）

（※主たる所掌　議会の運営・会議規則・委員会の条例）

（※調査事項　議会広報について調査、編集）

（※主たる所管　上益城郡（５町）の事務事業
嘉島町・御船町・益城町・甲佐町・山都町）

税のより公正な課税や徴収、教育施設及び教育環境の充実に努め、
学力の向上や社会人がスポーツに親しめる機会を図ります。

嘉島町の「農政」「地域福祉」「児童・高齢者福祉」や「健康づくり」
など、町民生活に視点をおいた活動を行っていきます。

町発注工事の進捗状況の調査を中心に、委員会としての役割を果た
しながら、県内外の都市計画や環境保全等の視察を行い最新の情報
を取り込み、本町の発展に寄与してまいります。

◎境野　隆文
○木下　　武
　森田　義雄
　川野　伸一

◎鍋田　　平
○穴井　智子
　増岡　　司
　森下　文夫

◎春日　堅一
○齊藤　　進
　満田　和浩

鍋田　　平
森下　文夫

境野　隆文
春日　堅一

川野　伸一
満田　和浩

◎川野　伸一
○境野　隆文
　鍋田　　平
　春日　堅一

◎満田　和浩
○森下　文夫
　増岡　　司
　齊藤　　進
　穴井　智子
　木下　　武

　森田　義雄
　増岡　　司

　森田　義雄

一部事務組合
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令和５年　第１回

３月定例会
３月７日～10日

　条例制定、補正予算、５年度当初予算など提案された19件
全てを可決しました。また、追加提案された人事案について
も同意しました。

令和５年度当初予算64億６千万円
　令和５年度の当初予算は、嘉島町総合計画の基本理念を着実に実現するため土地区画整理事業をはじ

めとする都市計画関連事業、上下水道整備事業、農業振興等の諸事業、高齢化等による社会保障事業、

少子化に対する施策や子育て支援など前年度より4.7％増の64億6,193万5千円が計上された。（前年度予

算額61億6,904万円）

　歳入の内訳は、町税や繰入金等の自主財源が44.5％、地方交付税、国・県支出金、町債等の依存財源

が55.5％の構成となり、歳出の性質別では、人件費、扶助費、公債費等の義務的経費が44.4％、物件

費、補助費、維持補修費等の経常的経費が29.1％、普通建設事業費等の投資的経費が14.4％、繰出金、

積立金、予備費等が12.1％に大別されます。

会計名 ５年度 ４年度 比　較

一般会計 6,461,935 6,169,040  292,895

特
別
会
計

国民健康保険 1,097,327  1,096,903 424

住宅新築資金等貸付 300 300 0

介護保険 924,141 901,448 22,693

後期高齢者医療 157,985 163,228 △5,243

（単位：千円）

令和５年度当初予算（一般会計・特別会計）

予算区分 ５年度 ４年度 比　較

収益的収入 53,243 59,490 △6,247

収益的支出 52,443 57,442 △4,999

資本的収入 19,024 52,285 △33,261

資本的支出 21,579 52,285 △30,706

（単位：千円）

令和５年度簡易水道事業会計

予算区分 ５年度

収益的収入 53,243

収益的支出 52,443

資本的収入 19,024

資本的支出 21,579

（単位：千円）

令和５年度下水道事業会計

◎デジタル防災行政無線施設整備事業 ………１億6,800万円
◎嘉島東部台地土地区画整理事業………２億4,999万５千円
◎嘉島中体育館改修工事………………………… 8,471万円

主な
事業費

３月定例会
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予　算　額

１. 歳入財源内訳

２. 歳出性質別内訳

自主財源
（44.5％）

町税
1,776,830千円
　　　（27.5%）

分担金及び負担金 59,773千円 （0.9%）
使用料及び手数料 60,491千円 （1.0%）
財産収入 2,853千円 （‒）
繰越金 30,000千円 （0.5%）
諸収入 110,305千円 （1.7%）
寄附金 342,000千円 （5.3%）

地方譲与税 39,057千円 （0.6%）
利子割交付金 306千円 （‒）
配当割交付金 3,028千円 （‒）
株式等譲渡所得割交付金 2,862千円 （0.1%）
法人事業税交付金 14,215千円 （0.2%）
地方消費税交付金 284,697千円 （4.4%）
環境性能割交付金 4,705千円 （0.1%）
地方特例交付金 25,485千円 （0.4%）
交通安全対策特別交付金 1,900千円 （‒）

国 県支出金
1,662,454千円
（25.7%）

繰入金
491,022千円
（7.6%）

地方交付税
1,151,402千円
（17.8%）

町債
398,550千円
（6.2%）

依存財源
（55.5％）

6,461,935千円

義務的経費
2,867,843 千円
（44.4%）

経常的経費
1,876,645 千円
（29.1%）

投資的経費
930,579 千円
（14.4%） 人件費

 755,618千円 （11.7%）

扶助費
 1,442,755千円 （22.3%）

公債費
 669,470千円 （10.4%）

普通建設事業費 919,344千円 （14.2%）
災害復旧費 0千円 （0.0%）

物件費 898,375千円 （13.9%）
維持補修費 58,121千円 （0.9%）
補助費等 920,149千円 （14.3%）

積立金 342,034千円 （5.3%）
投資及び出資金 27,893千円 （0.4%）
繰出金 375,178千円 （5.8%）
予備費 41,763千円 （0.6％）

予　算　額
6,461,935千円

議案審議　同意・可決した案件
○嘉島町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
　・ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律が公布され、令和５年４月１日か
ら個人情報の保護に関する法律に一元化されることに伴い本条例を制定

○嘉島町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
　・ 新型コロナウイルス感染症に感染した被用者等に対する傷病手当金の支給適用期間が令和５年３
月31日から令和５年５月７日まで延長されたことに伴い本条例の一部を改正

３月定例会
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○嘉島町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　・ 出産育児一時金の額を40万８千円から48万８千円に
○嘉島町町道の路線認定について
　・ 新設道路に伴う町道認定（名称：上島地区26号線、上島字皆本）
○デジタル防災行政無線（同報系）施設整備工事請負契約の締結について 
　・デジタル防災行政無線（同報系）施設整備工事請負契約を締結
　　契約の方法：随意契約（公募型プロポーザル方式）
　　契約金額：159,500,000円　契約の相手方：株式会社　富士通ゼネラル
○嘉島西小学校職員室他改修工事請負変更契約の締結について
　・契約金額：変更前53,836,673円を64,259,739円に
○熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
　・交通災害事務から、令和５年６月30日をもって玉名市が脱退
○令和４年度 嘉島町一般会計補正予算（第９号）
　・ 既定の歳入歳出予算の総額から３億5,132万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を65億8,927
万４千円に

〇令和４年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　・ 既定の歳入歳出予算の総額から226万円を減額し、歳入歳出予算の総額を11億1,232万５千円に
○令和４年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第３号）
　・ 既定の歳入歳出予算の総額から553万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を９億3,388万２千円に
○令和４年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
　・ 既定の歳入歳出予算の総額から754万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額を６億7,592万円に
○令和４年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　・ 既定の歳入歳出予算の総額から15万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億5,441万円に

議員提出議案　可決した案件
○嘉島町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
　・ 個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、令和５年４月１日から、地方公共団体の執行機関に
直接適用される個人情報保護法の規定が、地方議会は原則として適用対象外であるため、議会に
おける個人情報の取り扱いについて、議会独自の条例を制定

追加議案　同意した案件
○監査委員の選任について
　・ 監査委員の春日 堅一 氏が令和５年２月28日をもって任期満了となったので、新たに
　　増岡 司 氏を選任
○教育委員会の教育長の任命について
　・ 教育委員会教育長の髙野 隆 氏が令和４年12月24日をもって任期満了となったので、新たに
　　青木 政俊 氏を任命
○教育委員会の委員の任命について
　・教育委員会委員の髙松 ひづる 氏が令和５年３月13日をもって任期満了となるで、同氏を再任

３月定例会
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問
各
集
落
に
公
園
を
整
備
し
て
何
年
も

経
過
し
ま
す
が
、
一
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
で
利
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
公
園

に
行
っ
て
も
幼
児
用
の
遊
具
が
な
く
、
子
ど

も
た
ち
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
声
も
聞
く
の
で
、
幼
児
用
の
遊
具
な
ど
を

設
置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答（
都
市
計
画
課
長
）

嘉
島
町
で
は
昭
和
54
年
か
ら
都
市
公
園
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
各
集
落
の
公
園
に

つ
い
て
は
、
平
成
15
年
か
ら
街
区
公
園
と
し

て
、
主
に
区
域
内
に
居
住
す
る
住
民
の
皆
様

の
休
息
や
散
歩
、
運
動
、
ま
た
災
害
時
の
一

時
避
難
所
な
ど
総
合
的
に
利
用
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
整
備
・
設
置
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
嘉
島
町
の
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は

「
街
区
公
園
、
近
隣
公
園
、
地
区
公
園
、
運

動
公
園
、
都
市
緑
地
」
に
分
類
し
て
、
区
画

整
理
事
業
や
開
発
等
に
伴
う
街
区
公
園
を
含

め
ま
し
て
、
35
の
公
園
が
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
35
の
公
園
の
う
ち
、
遊
具
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
公
園
は
５
カ
所
に
な
り
ま
す
。

遊
具
の
利
用
に
関
し
ま
し
て
は
、
子
ど
も

達
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
運
動
能
力
を
育
む
効

果
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ケ
ガ

や
事
故
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
遊
具
の

設
置
に
は
子
ど
も
達
の
安
全
性
な
ど
も
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
遊
具
設
置
の
５
カ
所
の
公
園
に
つ

き
ま
し
て
は
、
利
用
者
が
安
全
に
遊
具
で
遊

べ
る
よ
う
安
全
点
検
（
検
査
）
を
行
い
、
修

理
改
修
な
ど
も
含
め
ま
し
て
、
遊
具
の
更
新

を
お
こ
な
い
な
が
ら
遊
具
の
安
全
管
理
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

各
集
落
公
園
の
遊
具
設
置
に
関
し
ま
し
て

は
、
現
在
、
設
置
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

遊
具
設
置
に
関
し
ま
し
て
は
、
区
や
住
民
等

の
ニ
ー
ズ
、
ま
た
他
の
公
園
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
上
で
、
必
要
性
、
ま
た
冒
頭
申

し
上
げ
ま
し
た
集
落
公
園
設
置
当
初
の
目
的

も
含
め
ま
し
て
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
検
討
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
土

交
通
省
が
「
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
安

全
確
保
に
関
す
る
指
針
」
を
ま
と
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
指
針
な
ど
を
参
考
と
し
た

検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

指
針
の
中
で
は
、
遊
び
が
子
ど
も
の
成
長

に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
位
置
付
け
を
さ
れ

川野　伸一 議員

□
各
集
落
内
公
園
に
遊
具
を
設
置
す
る

考
え
は

□
大
豆
以
外
の
転
作
作
物
は

て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
子
ど
も
達
の

成
長
の
過
程
お
い
て
は
「
大
人
の
予
期
し
な

い
、
予
測
し
な
い
遊
び
」
を
し
た
り
、「
遊

具
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る
遊
び
」
を
し
た

り
と
、
危
険
を
伴
う
場
合
が
あ
る
と
懸
念
も

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
点
も
含
め
ま
し
て
、
35
カ
所

の
全
て
の
公
園
に
遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
事
故
や
安
全
性
の
管
理
、
子
ど
も

達
の
危
険
防
止
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー
な
ど
の

観
点
も
含
め
、
公
園
遊
具
の
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
運
動
公
園
や
近
隣
公
園
な
ど
集
約

的
に
設
置
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ご
質
問
の
あ
り
ま
し
た
ご
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
国
の
指
針
等
に
沿
っ
て
遊
具

の
設
置
、
遊
具
の
更
新
を
お
こ
な
っ
て
い
き

ま
す
。問

本
町
で
は
、
米
麦
大
豆
を
中
心
と
し

た
土
地
利
用
型
作
物
に
よ
る
地
域
転

作
を
展
開
し
て
い
る
が
、
昨
年
の
様
に
米
の

作
況
が
天
候
不
順
等
の
影
響
で
減
収
と
な
り

ま
た
、
生
産
資
材
等
の
高
騰
も
重
な
り
農
家

も
苦
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
転
作
作
物
で
も
畑
作
物
以
外
の

国
助
成
金
が
受
け
ら
れ
る
飼
料
用
作
物
を
推

進
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
農
政
課
長
）

現
在
、
米
の
消
費
量
は
、
食
生
活
の
多
様

化
や
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
後
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
平

成
30
年
産
か
ら
主
食
用
米
の
生
産
数
量
目
標

の
配
分
を
廃
止
し
、
農
業
者
（
産
地
）
の
主

体
的
な
取
組
み
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産

の
推
進
に
よ
る
事
と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
に
よ
る
農
業
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
さ
ら
に

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
2
月
6
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
嘉
島
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
に
お

い
て
、
農
家
の
所
得
向
上
・
安
定
の
た
め
、
令

和
5
年
産
の
主
食
用
米
と
大
豆
等
転
換
作
物

の
生
産
面
積
割
合
を
「
３
：
７
」
に
大
幅
に
変

更
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
付

け
目
安
は
嘉
島
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
水

田
収
益
力
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
載
さ
れ
ま
す

が
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た
飼
料
用
作
物
は

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
非
主
食
用
米
と
し
て
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
嘉
島
町
の
転

換
作
物
の
主
な
作
物
は
大
豆
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
4

年
産
の
交
付
金
の
実
績
で
は
、
大
豆
の
み
を

作
付
け
し
た
場
合
は
約
８
４
，０
０
０
円
／
10a

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
が
８
０
，０
０
０
円
／
10a
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
令
和
4
年
産
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

の
作
付
面
積
は
、
約
６
ha
の
実
績
が
あ
り
ま

す
。
嘉
島
町
の
水
田
の
中
に
は
、
圃
場
条
件

が
悪
く
水
管
理
の
難
し
い
地
区
な
ど
、
畑
作

物
の
生
育
に
適
さ
な
い
水
田
や
大
豆
の
連
作

障
害
等
、
諸
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
農
家
所
得
の
安
定
・

向
上
の
為
、
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

8

町政のここが聞きたい　一般質問



問
公
立
小
中
学
校
で
給
食
を
無
償

化
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
本
町
は
、
学
校
給
食
を
無
償
化
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

現
状
と
し
て
、
学
校
給
食
無
償
化
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
給
食
法
で
示
さ

れ
て
い
る
負
担
の
原
則
に
よ
り
、
人
件
費

や
施
設
整
備
費
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
で

あ
る
町
が
、
材
料
費
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
４
月
に
設
立
さ
れ
る
「
こ
ど

も
家
庭
庁
」
や
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
る

い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
な
ど
、
国
に

お
け
る
少
子
化
対
策
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
経
済
的
に
困
難
な
ご
家
庭
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
就
学
援

助
制
度
を
用
い
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

問
令
和
４
年
３
月
定
例
会
で
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
モ
リ
前
の
町
道
と
松

前
重
義
記
念
館
前
町
道
が
交
わ
る
交
差
点

通
称
（
中
津
交
差
点
）
の
交
通
事
故
減
少

の
た
め
安
全
対
策
を
検
討
す
る
と
回
答
で

し
た
が
、
そ
の
後
も
衝
突
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
も
し
、
小
中
学
校
生
の
登
下

校
時
間
帯
な
ら
大
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
交
通
事
故
減
少
の
た
め
の
効
果
的
な

安
全
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ
前
の
町
道
と
松

前
重
義
記
念
館
前
の
町
道
が
交
わ
る
交
差

点
（
通
称
：
中
津
交
差
点
）
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

当
該
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

か
ら
令
和
４
年
の
過
去
５
年
間
で
18
件

交
通
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
事

故
の
７
割
が
出
合
い
頭
の
衝
突
事
故
で
あ

り
、
一
時
停
止
違
反
及
び
ス
ピ
ー
ド
超
過

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え

令
和
４
年
３
月
に
御
船
警
察
署
に
対
し

鍋田　　平 議員

□
学
校
給
食
の
無
償
化
は

□
通
称
（
中
津
交
差
点
）
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

□
公
共
施
設
の
水
質
検
査
の
公
表
は

て
、
横
断
歩
道
の
新
設
及
び
「
止
ま
れ
」

の
文
字
の
補
修
を
要
望
し
、
現
在
設
置
に

向
け
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
御
船
警
察
署
と
と
も
に
、
中
津

交
差
点
を
含
め
た
通
学
路
を
ゾ
ー
ン
30
エ

リ
ア
に
追
加
し
、
速
度
を
30
キ
ロ
規
制
と

す
る
対
策
や
、
同
交
差
点
に
凸
部
（
ハ
ン

プ
）
を
設
け
車
両
の
速
度
抑
制
を
ね
ら
っ

た
道
路
構
造
に
す
る
な
ど
の
対
策
を
、
御

船
警
察
署
と
協
議
中
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
同
対
策
は
、
い
ず
れ
も
時
間
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
な
対

策
と
し
て
、
交
差
点
角
に
車
止
め
の
ポ
ー

ル
を
設
置
し
、
歩
道
等
に
対
す
る
車
の
進

入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
交
差
点
東
側
の
路

側
帯
に
ゴ
ム
製
の
ポ
ー
ル
を
設
置
し
、
狭

窄
効
果
を
ね
ら
っ
た
速
度
抑
制
対
策
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

交
通
事
故
の
防
止
は
、
ハ
ー
ド
面
で
あ

る
交
通
安
全
施
設
と
ソ
フ
ト
面
で
あ
る
交

通
安
全
教
室
の
双
方
の
実
施
に
よ
り
、
相

乗
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
警
察
及
び
関
係
部
署
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
安
全
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
現
在
、
各
家
庭
に
お
い
て
は
、
水

質
の
担
保
と
し
て
町
の
補
助
を
利

用
し
な
が
ら
各
個
人
で
水
質
検
査
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
町
民
が
広
く
利
用
を
さ

れ
る
公
共
施
設
の
水
質
検
査
は
ど
の
よ
う

な
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
検

査
結
果
に
つ
い
て
公
表
し
て
は
い
か
が
か
。

答
（
都
市
計
画
課
長
）

公
共
施
設
の
水
質
検
査
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
各
公
共
施
設
に
お
い
て
、
各
所
属

課
の
管
理
者
の
も
と
で
各
種
法
令
・
基
準

に
基
づ
き
水
質
検
査
を
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
各
検
査
時
点
に
お
い
て
、
水

質
に
問
題
の
あ
る
公
共
施
設
の
報
告
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
。

水
質
検
査
の
結
果
公
表
に
つ
い
て
は

各
施
設
管
理
者
の
も
と
で
各
施
設
に
て
掲

示
な
ど
に
よ
り
公
表
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
検
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
電
話
で
の
対
応
で
公
表
も
し
て
い
ま

す
。

交差点付近
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御船地区衛生施設組合（森田組合議長・満田議員）
議会報告 　令和４年第２回臨時会（令和４年12月26日開催）
原案のとおり可決しました。

　・熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更について
　・御船地区衛生施設組合個人情報保護法施行条例の制定について
　・御船地区衛生施設組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・御船地区衛生施設組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・令和４年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第１号）について

上益城広域連合（清﨑議員・増岡議員）
議会報告 　令和５年第１回定例会（令和５年２月21日開催）
原案のとおり承認・可決しました。また、同意案として、監査委員に戸塚 誠司氏が選任されました。

　・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
　・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
　・上益城広域連合職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　・上益城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・上益城広域連合職員の定年に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
　・上益城広域連合職員の降給に関する条例の制定について
　・上益城広域連合個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
　・上益城情報公開及び個人情報保護審査会条例の制定について
　・上益城広域連合介護認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例の制定について
　・令和４年度上益城広域連合一般会計補正予算（第１号）について

問
住
民
の
健
康
を
応
援
す
る
取
組
み

と
し
て
、
熊
本
市
が
令
和
２
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
、
令
和
３
年
４

月
よ
り
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業
と
し

て
、
本
町
を
含
む
14
の
市
町
村
で
共
同
運

用
を
開
始
し
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
16

市
町
村
に
よ
る
共
同
運
用
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア

プ
リ
を
活
用
し
、
各
種
健
診
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
等
、
日
々
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
行

う
こ
と
で
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
付

与
す
る
こ
と
が
で
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

る
達
成
感
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
の
企
画
も
あ

り
、
住
民
の
健
康
増
進
や
健
康
寿
命
の
延

伸
を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る
登
録
状
況
や

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
町
民
保
険
課
長
）

本
町
に
お
け
る
登
録
者
数
で
す
が
、
令

和
５
年
１
月
末
現
在
で
２
８
３
名
の
方
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
事
業
の

対
象
者
は
18
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
約
3.6
％
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

今
後
も
引
続
き
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
町
民
の
方
へ
周
知
・
啓
発
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
健
診
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
で
付

与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
が
５
０
０
ポ
イ
ン
ト

以
上
た
ま
る
と
、
得
点
に
応
じ
４
段
階
の

賞
品
に
応
募
が
出
来
る
企
画
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

満田　和浩 議員

□
熊
本
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施

状
況
は

一部事務組合議会報告
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　・令和５年度上益城広域連合一般会計予算について
　・上益城広域連合議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

各町の負担金の推移　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)
町　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 山都町 計

令和４年度負担金 18,024 22,407 19,411 29,861 22,823 112,526
令和５年度負担金 17,455 21,897 18,850 29,726 22,131 110,059

　

上益城消防組合議会（境野議員・川野議員）
議会報告 　令和５年第１回定例議会（令和５年２月21日開催）

　 原案のとおり可決しました。
　・上益城消防組合職員の定年に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
　・上益城消防組合個人情報保護法施行条例の制定について
　・上益城消防組合個人情報保護審査会条例の制定について
　・上益城消防組合例規集のデータベース化に伴う現行の条例の用語等の整備に関する特別措置条例の制定について
　・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務変更及び規約の一部変更について
　・令和４年度上益城消防組合一般会計補正予算（第３号）について
　・令和５年度上益城消防組合一般会計予算について

各町の負担金の推移　　　　　　　　　　　　(単位：千円)
町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計

令和４年度負担金 152,767 266,425 168,261 266,393 853,846
令和５年度負担金 164,841 273,447 178,163 279,803 896,254

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（鍋田組合議長・園田議員）
議会報告 　令和５年第１回定例会（令和５年２月22日開催）

　 原案のとおり承認・可決しました。また、同意案として、監査委員に蜂屋 誠氏が選任されました。
　・熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更について
　・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
　・益城、嘉島、西原環境衛生施設組合個人情報保護法施行条例の制定について
　・益城、嘉島、西原環境衛生施設組合職員の定年に関する条例の全部を改正する条例の制定について
　・益城、嘉島、西原環境衛生施設組合職員の再任用に関する条例を廃止する条例の制定について
　・益城、嘉島、西原環境衛生施設組合監査委員の選任同意について
　・令和４年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について
　・令和５年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について

各町の負担金の推移　　　　　　　　(単位：千円)
町　　名 嘉島町 益城町 西原村 計

令和４年度負担金 85,060 203,058 69,322 357,440
令和５年度負担金 89,472 212,028 73,160 374,660

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・満田議員）
議会報告 　令和５年第１回定例会（令和５年２月27日開催）

　 原案のとおり可決しました。
　・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
　・御船地区衛生施設組合職員の定年に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　・令和４年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について
　・令和５年度御船地区衛生施設組合一般会計予算について

各町の負担金の推移　　　　　　　　　　　　(単位：千円)
　   町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 　計
令和４年度負担金 26,129 55,884 49,711 35,778 167,502
令和５年度負担金 28,119 60,674 54,076 34,995 177,864

一部事務組合議会報告
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月　日 項　　　　目 場  所  等

１月  ８日 嘉島町二十歳を祝う会（鍋田副議長） 町民会館

１月10日 令和５年第１回嘉島町議会臨時会・全員協議会 議場
議員控室

１月16日 第２回広報特別委員会（第45号編集会議） 議員控室

１月19日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

１月27日 「嘉島町地域福祉計画」「嘉島町地域福祉活動
計画」策定委員会（清﨑議長） 役場会議室

２月  ６日 令和５年第１回熊本県後期高齢者医療広域連合議会
定例会（清﨑議長） 自治会館

２月  ９日 令和４年度第２回嘉島町男女共同参画社会推進
懇話会（森田） 役場会議室

２月10日 熊本県議長会第５回理事会（清﨑議長）（オンライン） 役場会議室

２月16日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

２月21日 令和５年第１回上益城広域連合議会定例会（清﨑・増岡） 福祉センター

２月21日 令和５年第１回上益城消防組合議会定例会（境野・川野） 消防本部議場

２月22日 令和５年第１回益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会
定例会（鍋田・園田） 組合会議室

２月22日 熊本県町村議会議長会「第73回定期総会」（清﨑議長） 熊本テルサ

２月27日 令和５年第１回御船地区衛生施設組合議会定例会
（森田・満田） 組合議場

月　日 項　　　　目 場  所  等

２月27日 嘉島町国民健康保険運営協議会（川野・増岡） 役場会議室

２月28日 嘉島町総合計画審議会
（清﨑議長・鍋田副議長・森田・境野・川野) 役場会議室

２月28日 第20回九州中央自動車道建設促進大会（清﨑議長） 山都町
通潤山荘

３月  １日 令和５年第２回嘉島町議会臨時会・全員協議会 議場
議員控室

３月  ３日 議会運営委員会 役場庁議室

３月７日
   ～10日 令和５年第１回嘉島町議会定例会・全員協議会 議場

議員控室

３月  ８日 第２回「嘉島町地域福祉計画」「嘉島町地域福祉
活動計画」策定委員会（森田議長） 福祉センター

３月10日 嘉島町ごみ問題対策実行委員会（森田議長） 役場会議室

３月15日 嘉島町青少年育成団体助成金交付審査会 町民会館

３月16日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

３月24日 第１回広報特別委員会（第46号編集会議） 議員控室

３月24日 町村議会新議員研修会（木下・穴井・齊藤） 自治会館

３月28日 熊本県町村監査委員協議会定期総会及び第２回
研修会（増岡議選監査委員） 自治会館

主な議会活動（令和５年１月から令和５年３月まで）

みんなのフォトコーナー

再生紙を使用しています。

議
会
広
報
委
員
会
メ
ン

バ
ー
も
い
ち
早
く
活
動
に

入
り
、
ま
ず
は
今
回
の
議

会
広
報
紙
発
行
が
最
初
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご

覧
頂
く
か
が
永
遠
の
テ
ー

マ
で
も
あ
り
、
我
々
が
努

力
す
べ
く
点
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
少
し
ず
つ

ア
イ
デ
ィ
ア
を
採
用
し
な

が
ら
見
や
す
い
紙
面
を
委

員
会
で
取
り
組
み
ま
す
の

で
乞
う
ご
期
待
（
満
田
）

編
集
後
記

委
員
長

満
田
和
浩

副
委
員
長

森
下
文
夫

委
　
　
員

増
岡

司

委
　
　
員

齊
藤

進

委
　
　
員

穴
井
智
子

委
　
　
員

木
下

武

発
行
責
任
者

  

議
　
　
長

森
田
義
雄

※次の議会は、６月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。お問い合わせは、議会事務局まで。（237-5525）

みなさんからの写真を募集しています
議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえgikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

　３月５日（日）嘉島中学校グラウンドにおいて消防団出初式が行
われ、嘉島町幼年消防クラブ（町内５園）による通常点検が披露さ
れました。

（写真は、おひさまリリー保育園年長組17名）

　３月６日（月）嘉島西小学校の６年生が卒業プロジェクトの一環
で地域貢献を兼ねた活動として、地域の方々と共同で校区通学路等
のゴミ拾い活動を行いました。

（参加者６年生81名、地域ボランティア12名）

嘉
島
町
議
会
広
報

第
46
号

発
行
・
嘉
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議
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嘉
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役
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